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内閣府「研修（有明・地方）」及び各種取組の体系（案） 

１．「防災スペシャリスト」養成のための研修について 

（１）有明の丘基幹的広域防災拠点における研修（有明） 

コース 対  象 期 間 学習重点 

身につけるべき事項 

備 考 活動の

前提 

活動遂行能力 

知識 技能 態度 

１ 総合管理 
本部運営の中枢的な役割を担う

職員で、総合調整を実践する人材 
２日間 

総合調整を行う上で必要

な知識・態度の習得 
－ ◎ ◎ ◎  

２ 
個別対策 

（選択式） 

個別課題の対応に専門的に従事

する職員 

２日間 

× 

３テーマ 

個別課題への対応に必要

な知識・技能・態度の習得 

（個別課題を３テーマに分類） 

－ ◎ ◎ ○  

３ 防災基礎 防災部門への新任職員 ２日間 
防災業務の遂行に不可欠

な基礎知識、態度の習得 
◎ △ － ◎  

（◎はコースの重点、〇は個別課題に応じた内容を学習、△は総論として学習） 
※１ 従来の幹部コースが「総合管理」、中堅コースが「総合管理」＋「個別対策」、一般コースが「個別対策」＋「防災基礎」 

※２ 「個別対策」については、「総合管理」、「防災基礎」の受講者が別途受講できるように実施日を工夫   

 

（２）出前による研修（地方９ブロック） 

コース 対  象 期 間 学習重点 

身につけるべき事項 

備 考 活動の

前提 

活動遂行能力 

知識 技能 態度 

４ 
地域別総合防災 

（地方９ブロック） 

本部運営・個別課題への対応

に従事する担当職員 
２日間 

（地域特性を踏まえ）災害

対応に必要な知識・態度の

習得 

◎ ○ ○ ◎  

（◎はコースの重点、〇は地域特性に応じて学習） 

資料４－２ 
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２．「訓練指導者」養成のための研修（有明） 

コース 対  象 期 間 学習重点 備 考 

訓練指導者養成 

防災力向上のための教

育・訓練等を担当する職

員 

２日間 
研修・訓練の企画・実施に必要な知識・知

恵、ノウハウ、学習体系等の習得 
平成 27年度以降 

 

 

３．フォローアップ及び人的ネットワーク強化・充実のための交流事業（有明） 

取   組 対  象 期 間 取組の重点 備  考 

交流事業 

１ 成果発表会 

有明研修の受講経験を有

する職員 

１日間 

研修経験を活かした防災業務の取り組み

成果を発表し情報交換を行う。 

・発表 

・パネルディスカッション 等 

平成 26年度より 

２ 被災地調査 

1回１日～ 

２日間 

（適宜実施） 

内閣府が例年実施しているアフターアク

ションレポートや災害エスノグラフィー

に係る被災地調査に同行し、その実施を支

援することを学習の機会とする。 

平成 26年度より 

２ 
災害対応カン

ファレンス 
１日間 

地震、風水害、雪害、火山などのハザード

ごとに研修参加者の中からチームを募り、

平時はそれぞれの防災対策の調査研究を

行う。 

平成 27年度以降 
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１．総合管理コース（２日間） 

身につけるべき事項・能力の領域 

 活動の前提 
活動遂行能力 

知 識 技 能 態 度 

総
合
調
整 

 

  

 

個
別
課
題
へ
の
対
応 
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２．個別対策コース（２日間） 

身につけるべき事項・能力の領域 

 活動の前提 
活動遂行能力 

知 識 技 能 態 度 

総
合
調
整 

 

  

 

個
別
課
題
へ
の
対
応 

 

 

 

  

  

選 択 式 

（３テーマに分類） 
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３．防災基礎コース（２日間） 

身につけるべき事項・能力の領域 

 活動の前提 
活動遂行能力 

知 識 技 能 態 度 

総
合
調
整 

 

  

 

個
別
課
題
へ
の
対
応 
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４．地域別総合防災コース（出前研修：地方９ブロック）（２日間） 

身につけるべき事項・能力の領域 

 活動の前提 
活動遂行能力 

知 識 技 能 態 度 

総
合
調
整 

 

  

 

個
別
課
題
へ
の
対
応 

  

 

  

地域特性に応じて設定 
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有明研修における段階的な能力向上 スキルマップ 

• 時間経過とともに変化する事態を具体的にイメージできる 

• 情報不足あるいは情報集中の状況の中であっても、事態の本質を
見抜き、今後の展開を予測できる 

• 限られた時間の中で、迅速かつ的確な対応を決定し、実行できる 

• 関係者との適切な分担協力体制を築き、緊密に連携・調整して、
対策を実施できる 

 

– 本部運営の中枢的な役割を担う職員で、 
総合調整を実践する人材（幹部） 

– 総合調整を行う上で必要な知識・技能・ 
態度の習得 

専門的な問題認識能力、課題解決能力 

• 災害発生後に発生する個別課題に対し、専門的な
観点から課題解決を図ることができる 

• 自らの個別課題に関する専門的な知識を有機的に
結合し、必要な対応を迅速かつ的確に実施できる 

状況予測能力、意思決定能力、指揮統制能力、調整能力 

基 礎 知 識 

• 防災活動の前提となる法律、計画を知る 

• 防災活動を遂行するための基礎的な知識、
技能や態度を学ぶ 

 

 

– 個別課題の対応に専門的に従事 
する職員 

– 個別課題への対応に必要な 
知識・技能・態度の習得 

 

– 防災部門への新任職員 

– 防災業務の遂行に 
不可欠な基礎知識、 
態度の習得 

総合 
管理 

個別対策 

防災基礎 

総
合
管
理 

個
別
対
策 

防
災
基
礎 


